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【諸言】
唾液腺は他の消化腺と異なり､自律神経系によってのみ調節される唯一の消化腺である｡
顎下腺 ･舌下腺分泌を調節する副交感神経の一次中枢は上唾液核であり､延髄外側網様体に
位置する｡現在までに上唾液核に投射する神経の中枢分布について､ウイルスやHRP､
FluoroGold(FG)を用いて検索されている｡一方､電気生理学的実験において､ラット顎下腺 ･
舌下腺の唾液分泌に関わる上唾液核ニューロンが興奮性入力と､抑制性入力を受けているこ
とが示されている｡
今回の研究では唾液分泌の抑制性調節に注目し､上唾液核 レベルでのGABA作動性抑制性
入力について免疫組織化学的手法を用いて定量的に検討した｡さらに上唾液核に直接投射す
るGABA作動性ニューロンの中枢分布を明らかにするために､上唾液核に直接投射するニュ
-ロンの蛍光標識を行い､この標識ニューロンがGABA作動性であるかについて免疫組織化
学的手法を用いて検討した｡
【材料ならびに方法】
実験 1:顎下腺 ･舌下腺支配の上唾液核ニューロンにおけるGABAAレセプター及びGABA
作動性神経終末の分布
実験には体重約250-280gの雄性 Wistar系ラットを使用した (n-4)｡鼓索-舌神経にFasI
Blue (FB)を注入し､逆行性軸索輸送により､顎下腺支配の上唾液核ニューロンを蛍光標識
した｡二日後､潅流固定を行い､厚さ8〃皿の前頭断連続凍結切片を作製した｡免疫反応の分
析には100un毎の切片を用いた｡上唾液核におけるGABA作動性入力を明らかにするため､
GABAAレセプターとGABA作動性神経終末の指標としてグルタミン酸脱炭素酵素(Glutamic
aciddecarboxylase,GAD)を免疫組織化学的に検索したO
実験2:上唾液核ニューロンに投射するGABA作動性ニューロンの中枢分布について
実験には､290-310gの雄性 Wistar系ラットを使用した (n-4)｡上唾液核に直接投射す
るニューロンは､蛍光 トレーサーであるFluoroGold (FG)の逆行性軸索輸送により標識し
た｡二日後､FGの注入部位 と広がりを確認した後､厚さ8〃皿の前頭断連続切片を作製した｡
免疫反応の分析には100〃m毎の切片を用い､FG注入部位を中心に吻尾側 700〃皿のFG注入
側及び反対側のブロックは分析から除外した｡上唾液核ニューロンに直接投射するGABA作
動性神経を同定するため､GABAを免疫組織化学的に検索したD
【結果】
l･上唾液核におけるGA丑AAレセプター及びGABA作動性ニューロン神経終末の分布
GABAAレセプターに対する免疫活性は細胞体全体に見られ､その活性は観察した全てのFB
標識ニューロンにおいて観察された (n-173)｡GADに対する免疫活性はFB標識ニューロ
ンの細胞体周囲に点状に観察され､その活性もまた観察した全てのFB標識ニューロンにお
いて観察された (n-251)｡
2｣二唾液核ニューロンに直接投射するGABA作動性ニューロンの中枢分布
2-1上唾液核に直接投射するニューロンの分布
FG標識ニューロンは前脳において､島皮質､視床下部外側野､視床下部後部､室傍核､
分界条床核で両側に見られた｡また､属桃体中心核と視床下部背内側核ではFG注入側にの
み観察された｡中脳及び下位脳で､FG標識ニューロンが観察されたのは､網様体､中脳水
道周囲灰白質､三叉神経脊髄路核､結合腕傍核､孤束核で､これらの神経核は注入側優位で
あった｡また､網様体のFG標識ニューロンは脳全体で最も多く､反対側にも観察された｡
2-2上唾液核に直接投射するGABA作動性ニューロンの分布
前脳においてGABA作動性ニューロンは視床下部外側野と属桃体中心核で多く観察され､
いずれもFG注入側のみで観察された｡中脳及び下位脳において観察されたGABA作動性ニ
ューロンは網様体で最も多かった｡三叉神経脊髄路核､結合腕傍核､孤束核においてもGABA
陽性ニューロンは少数観察された｡ほとんどの神経核でGABA作動性ニューロンは注入側の
みに観察された｡網様体では､反対側にも多く見られ､分析から除外した反対側の部分でも
多数のGABA作動性ニューロンが観察された｡
【考察】
観察した全ての上唾液核ニューロンにおいてGABAAレセプター陽性反応及び周囲の神経
終末にGADの免疫活性が見られたことから､顎下腺･舌下腺の唾液分泌の調節には､GABA
作動性ニューロンが深く関与していることが示唆されたD
GABA作動性ニューロンは､味の記憶や食行動に関する情動､不安､摂食､睡眠､浸透圧
や体液のバランスの調節､味覚､痛みに関する部位で観察されたO従って､GABA作動性ニ
ューロンを介した唾液分泌の抑制性調節はこれらの生理機能と関連していると考えられる｡
一方､上唾鞍核においてほとんどすべてのニューロンがGABAAレセプターとGABA作動
性神経終末を持っていたのに対し､上唾液核に直接投射するGABA作動性ニューロンの数は
少なかった(15.5%)Qまた､網様体で観察されたGABA作動性ニューロンは脳全体で最も多
いことから､前脳､中脳及び下位脳から上唾液核ニューロン-の抑制性調節は網様体の
GABA作動性ニューロンを介する間接的な入力も存在する可能性が考えられる｡
